
津波避難路整備計画

平成27年度～平成28年度 葉山町

（H28末）

避難人数　368人

Ａ1　基幹事業

番号 事業 地域 交付 直接 事業内容 事業実施期間（年度） 備考

種別 種別 対象 間接 （延長・面積等） H27 H28 H29 H30 H31

1-A-1 防災 一般 葉山町 直接 37.4

合計 37.4

Ｂ　関連社会資本整備事業

事業 地域 交付 直接 備考
種別 種別 対象 間接 H27 H28 H29 H30 H31

合計

番号 備考

1-B-1

Ｃ　効果促進事業

事業 地域 交付 直接 事業実施期間（年度） 備考

種別 種別 対象 間接 H27 H28 H29 H30 H31

合計

番号 備考

地域 交付 直接 事業内容 事業実施期間（年度） 備考

種別 対象 間接 （延長・面積等） H27 H28 H29 H30 H31

芝崎地区に津波避難路を整備することで、津波最大波到達予想時間である9分以内に海抜20ｍ以上の高台への避難可能な人数の増加を図る　

津波最大波到達予想時間である9分以内に海抜20ｍ以上の高台へ避難可能な芝崎地区の人数=368人
※芝崎地区の人口数=493人

ＣＡ Ｂ

事業種別
全体事業費
（百万円）市町村名事業者

（事業箇所）
要素となる事業名

交付対象事業

事業者
要素となる事業名

市町村名

葉山町

番号

事業者

（延長・面積等）

番号

事業者 要素となる事業名

その他関連する事業

一体的に実施することにより期待される効果

要素となる事業名 事業内容
全体事業費
（百万円）

市町村名
港湾・地区名

事業実施期間（年度） 全体事業費
（百万円）

事業内容
市町村名

全体事業費
合計

（Ａ＋Ｂ＋Ｃ）
Ｃ 00

Ｃ／（Ａ＋Ｂ＋Ｃ）
Ｂ

葉山町

（事業箇所）

津波避難経路整備事業 Ｌ＝160ｍ

0.00%

平成27年2月に神奈川県から示された「相模トラフ沿いの海溝型地震」の浸水予測図では、当町において最大10m程度の浸水が見込まれており、当該芝崎地区も含めた町の広い範囲で、高台への避難対策が喫緊の課題となってい
る。特に当該芝崎地区においては、最大津波高である8.9ｍの津波が9分で到達することが想定されており、早急な対応が必要である。また、海面に飛び出た埋立地に多くの住居が建設されており、住民が被害を受ける可能性が高
い。従って、住民が安全に素早く避難できるような体制の強化を図ることを目的とし、津波避難路を整備するものである。

　　計画の成果目標（定量的指標）

一体的に実施することにより期待される効果

37.4百万円 Ａ

全体事業費
（百万円）

効果促進事業費の割合
37.4百万

計画の目標

社会資本総合整備計画
計画の名称

計画の期間 交付対象

　　定量的指標の定義及び算定式 定量的指標の現況値及び目標値
備考

当初現況値 中間目標値 最終目標値

避難人数　92人

（H27当初）



　事業計画概要図（神奈川県葉山町）

地区名 葉山町 面積 １７．０６ｋ㎡ 区域 芝崎地区

三ｹ岡山緑地避難路整備

Ｗ＝１ｍ

Ｌ＝１６０ｍ 三ｹ岡山緑地


